
会 員 各 位

一般社団法人山口県臨床検査技師会

拝啓

敬具
POC

生涯教育研修点数

部 門 名

テ ー マ

開 催 日 時

開 催 場 所

ス ケ ジ ュ ー ル 講師所属

13：00受付開始

14：00～14：05

14：05～14：25　
宮崎大学医学部附属病
院

14：25～14：45　 亀田総合病院

14：45～15：05
大阪府三島救命救急セ
ンター

15：05～15：10

15：10～16：00　 大阪市立大	救急医学
特別講演
「血液ガス分析、誰のために、何を求めて実施さ
れるのか 」

羽川　直宏　 先生

講演2
「血液ガス分析の知識　～その二　換気能につ
いて～」

太田　麻衣子　 先生

休  憩

講演3
「血液ガス分析の知識　～その三　酸塩基平衡
について～」

濱田　宏輝　  先生

講演１
「血液ガス分析の知識　～その一　酸素化能に
ついて～」

守田　政宣 　先生

平成 31年 2月 1日

　皆様ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は技師会活動に格別のご配慮を賜り厚くお礼申し
上げます。
さて、この度下記の要領でスキルアップセミナー５（ＰＯＣ・認定救急検査部門）を開催すべく準備を致し
ているところです。　つきましては、翌日から開催されます「第68回日本医学検査学会」へのご協力に加
え、この研修会が実りあるものとなりますよう、会員の方々にご案内申し上げます。

☑日臨技生涯教育研修制度専門20点　　　　【行事コード：190000336】
☑POCコーディネータ申請単位 　4単位　（総論、運用技術論、測定技術論、記録・通信　各1単
位）
☑認定救急検査技師制度　　5単位

救急医療・POC

スキルアップセミナー５　（行列ができるスキルアップ研修会PartⅩ）
「血液ガス分析の知識と分析技術のコツを学ぶ」

2019年　5月　17日（金）  　14時00分～18時00分

■シーモールホール　（第7会場・第8会場）　　　※地図参照
　
〒750-0025　下関市竹崎町4-4-8　TEL：083-231-1118

研修内容 講師氏名

【受付場所】　シーモールパレス　２階ロビーで受講料お支払い後、13:50までにシーモールホール　（第7
会場・第8会場）　　にお越しください。

挨　拶
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16：10～18：00　 共催企業

三好 雅士

福田篤久

募 集 人 数 先着　150　名

参 加 資 格

受 講 料

テ キ ス ト

実 習

申込の有無・締切

→

→

受 付 ・ 受 講 料
の支払い・注意点

主 催

共 催

問合せ先

スキルアップセミナーの受付開始時間は、講座開始１時間前からとなります。
【受付場所】　シーモールパレス　２階ロビー　　　→開催当日、受付場所にて参加費をお支払い
ください。

※注意点：　本指定講習会は、受験資格を付与する講習会であり遅刻・途中退出・早退等による不完全
な履修は原則認められません。受講者の皆様には、時間に余裕を持った交通機関を手配してお越しくださ
い。

一般社団法人日本臨床検査自動化学会　POC技術委員会　事務局
東邦大学医療センター　大森病院　臨床検査部  奥田　優子

TEL　 　03-5763-6557
e-mail:yu-okuda@med.toho-u.ac.jp

一般社団法人日本臨床検査自動化学会および企業7社

一般社団法人山口県臨床検査技師会

参加は事前申込制　（日臨技会員のみ）

会員　4,000円  　（※当日、各セミナー指定の受付でお支払いください。）

☑有　・　□無

☑有　・　□無　

☑有　・　□無　　　　　申込期間　　2019 年 2 月 1 日から 4 月 14 日まで　（予定）

　　（ただし、定員に満たない場合は延長する可能性があります。「第68回日本医学検査検査学会」
公式ホームページをご参照ください。）

申 込 方 法

会員専用サイトから事前参加登録をお願いします。

http://jamtjamtis.jamt.or.jp/Jamtis/Account/Login.aspx

より詳細なご案内につきましては、「第68回日本医学検査検査学会」公式ホームページをご参照ください。

http://68jamt.com/

概 要 ・ 要 旨

本企画は、2017年に開催されたスキルアップ研修会で超満員となった人気企画、日本臨床検査自動化学会 POC技術
委員会と日臨技認定センター 認定救急検査技師制度部門のコラボレーション第2段である。
　今回は、救急検査およびPOCTの筆頭である「血液ガス」にフォーカスを当て開催する。現在、臨床現場で用いられて
いる血液ガス装置は、pHや換気能だけではなく、電解質や血糖、クレアチニン、ビリルビンなど様々な項目を測定で
き、上手く活用できれば非常に強力なツールとなる。
　本セミナーは、臨床的意義、データの判読といった基礎的な内容から、救急現場・臨床現場での有用性、新規測定項
目や最新のトピックスまで、血液ガス分析のエッセンスを存分に詰め込んだ内容としたい。

座長氏名
（所属）

徳島大学病院

ファルコバイオシステムズ草津総合病院ラボラトリー

実習
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